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－ 総括 1－ 

新規事業及び重要事業総括表 

 

 

Ⅰ 総 額 

 

 

 【一般会計】 

区分 平成２５年度 平成２４年度 伸び率 

予算総額 ３１，０７７，７２６千円 ２８，０７８，２４０千円  10.7％ 

一般会計構成比          １．９ %          １．７ %    － 

 

  【小規模企業者等設備導入資金特別会計】 

   予算総額 ７０９，６７２千円 ７４９,０３１千円 △ 5.3％ 

 

 

Ⅱ 主な新規事業および重要施策                     （単位 千円） 

 

 １ 新エネルギー埼玉モデルの構築（埼玉エコタウンプロジェクトの推進） 

（１）エコ・ファクトリー化の推進 

  Ｐ １ 新規 エコ・ファクトリー化推進事業【産業支援課】           ８１，３１８ 

 

（２）エネルギー自立に向けた社会システムの構築 

     エコタウンを支える人材創出事業【産業人材育成課】            ２，５６７ 

 

 ２ 女性がいきいきと輝く社会の構築（埼玉版ウーマノミクスプロジェクトの推進） 

  （１）就業環境の整備 

  Ｐ ２     企業内保育所設置等促進事業費【ウーマノミクス課】       ６９，６７９ 

  Ｐ ２ 新規 企業内保育所設置・運営支援事業【ウーマノミクス課】       ２，０７６ 

           県庁と企業による共同利用型保育所設置事業【ウーマノミクス課】 ２，８５７ 

Ｐ ３ 新規 女性のキャリア継続支援事業【ウーマノミクス課】        ３，２０５ 

  多様な働き方推進事業【ウーマノミクス課】                    ５，６７３ 

  Ｐ ４ 新規 ウーマノミクスサイト事業【ウーマノミクス課】           １，４５０ 

 

（２）女性の就業支援 

 Ｐ ５ 新規 女性の再就職支援事業費【ウーマノミクス課】        ４２，５７３ 

          女性キャリアセンター運営費【ウーマノミクス課】        ９３，２９２ 

Ｐ ３ 新規 女性のキャリア継続支援事業【ウーマノミクス課】        ３，２０５（再掲） 

  Ｐ ４ 新規 ウーマノミクスサイト事業【ウーマノミクス課】           １，４５０（再掲） 

 

 



－ 総括 2－ 

  （３）消費及び女性の活躍の場の拡大 

  Ｐ ６    女性創業支援事業【産業支援課】                 ３，４５０ 

  Ｐ ６ 新規 女性起業家ステップアップ支援事業【商業・サービス産業支援課】 ４，４９５ 

         女性による新商品開発支援事業【産業支援課】           ２，４６３ 

  Ｐ ７ 新規 SAITAMA Smile Womenフェスタ開催事業【産業支援課】          ９，８７８ 

  Ｐ ４ 新規 ウーマノミクスサイト事業【ウーマノミクス課】            １，４５０（再掲） 

 

 ３ 世界水準の中小企業育成 

（１）中小企業の国際化支援 

Ｐ ８    中小企業国際化支援事業【企業立地課】            １０６，５５７ 

 Ｐ ８ 新規 アセアンビジネス進出支援強化事業【企業立地課】        １０，３５０ 

 Ｐ ８ 新規 埼玉県産業フロンティア推進事業【企業立地課】         ４８，７５３ 

 

  （２）次世代産業への参入支援 

Ｐ ９      新たな成長産業創出促進事業【産業支援課】                  ３１，５３５ 

        Ｐ ９      次世代技術開発等チャレンジ事業【産業支援課】           ９４，１０１ 

       Ｐ１０ 新規 新産業研究開発プロジェクト推進事業【産業支援課】         ７５，７５０ 

                  次世代自動車産業支援事業【産業支援課】                 ６８，６３１ 

 

 ４ がんばる中小企業の支援 

  （１）県内経済を支える中小企業の支援 

  Ｐ１１    小規模事業経営支援推進費【産業労働政策課】       ２，８８０，３８５ 

            （財）埼玉県産業振興公社運営費【産業労働政策課】      １９０，８４２ 

Ｐ１２     中小企業イノベーション支援事業【産業支援課】         １５，３６９ 

          中小企業支援センター事業【産業支援課】            ５２，３６５ 

   Ｐ１３    中小企業制度融資事業費【金融課】            ３，４１９，５８８ 

       新規 中小企業金融円滑化対策事業費【金融課】               ４，８４１ 

         知的財産・科学技術推進事業費【産業支援課】           ２４，８１３ 

         産学連携・産業創出総合支援事業【産業支援課】         １６，８１４ 

 

  （２）創業希望者やベンチャー企業の支援 

         創業・ベンチャー支援事業費【産業支援課】           ６６，８６６ 

  Ｐ ６    女性創業支援事業【産業支援課】                 ３，４５０（再掲） 

  Ｐ ６ 新規 女性起業家ステップアップ支援事業【商業・サービス産業支援課】 ４，４９５（再掲） 

 

 



－ 総括 3－ 

  （３）商業・サービス産業の振興 

 Ｐ１４    地域商業活性化促進事業【商業・サービス産業支援課】     ３４，６１９ 

        生活サポート産業ネットワークづくり事業【商業・サービス産業支援課】 

                                       ３，２１７ 

Ｐ１５  新規 生活サポート産業成長支援事業【商業・サービス産業支援課】   ６，１５５ 

       映像関連産業振興費【商業・サービス産業支援課】      ８２３，７１５ 

              世界に羽ばたけ！若手映像クリエイター支援事業費【商業・サービス産業支援課】 

５，１７１ 

 ５ 産業集積の推進 

  （１）企業誘致活動の実施 

Ｐ１６    企業立地推進事業【企業立地課】               ２４，６８６ 

Ｐ１６        産業立地促進助成費【企業立地課】           １，５５８，１１２ 

 

 （２）埼玉の成長を支える拠点づくり 

Ｐ１７        西部地域振興ふれあい拠点施設整備事業費【産業拠点整備課】    

                                                                  ９，１２４，６７１ 

６ 魅力ある観光の推進 

（１）観光人材の育成と県民のおもてなし力の向上 

Ｐ１８ 新規 日本一のおもてなし県推進事業【観光課】               ２，３９４ 

       伝統的手工芸品産業振興費【観光課】                 ２，７００ 

 

（２）新たな資源開発と観光基盤の整備 

Ｐ１９ 新規 「食」の観光推進事業【観光課】               ３８，０６０ 

Ｐ２０ 新規 日本一のアニメの聖地事業【観光課】              ５，４６８ 

Ｐ２１ 新規 産業観光テーマパーク推進事業【観光課】             ５，０７６ 

新規 観光周遊バス運行モデル事業【観光課】            ３２，７１４ 

              「教育旅行のメッカ」埼玉づくり事業【観光課】         ４，７８０ 

       多彩な埼玉観光創造事業【観光課】               １７，２９５ 

 

（３）情報発信と観光ＰＲ  

  Ｐ２２ 新規 埼玉観光物産プロモーション事業【観光課】            ５４，９８６ 

       多彩な埼玉観光創造事業【観光課】               １７，２９５(再掲) 

 

（４）外国人観光客の誘致 

        「Ｗｅｌｃｏｍｅ Ｔｏ ＳＡＩＴＡＭＡ」推進事業【観光課】  １２，２８０ 

 



－ 総括 4－ 

（５）県産品の販売拡大とブランド化 

物産観光振興費【観光課】                  ３９，０６４ 

  Ｐ２２ 新規 埼玉観光物産プロモーション事業【観光課】             ５４，９８６（再掲） 

   Ｐ ８ 新規 埼玉県産業フロンティア推進事業【企業立地課】         ４８，７５３（再掲） 

 

７ 雇用の安心 

（１）埼玉版ハローワークによる就業支援 

  Ｐ２３ 新規 ヤングキャリアセンター埼玉運営費（埼玉版ハローワーク）【就業支援課】 

                                       ６６，０９５ 

Ｐ２３ 新規 中高年齢者就業支援事業費（埼玉版ハローワーク）【就業支援課】 

                                      １３８，９０５ 

  Ｐ２３ 新規 女性キャリアセンター運営費（埼玉版ハローワーク）【ウーマノミクス課】 

                                       １３，８６４（再掲） 

 

（２）障害者の就労支援 

Ｐ２４     障害者雇用推進事業費【就業支援課】                   ２０‚ ２８２ 

Ｐ２４     障害者雇用サポートセンター運営費【就業支援課】           ３５，９２３ 

Ｐ２４ 新規 障害者雇用拡大推進事業費【就業支援課】              ７９‚ ２６１ 

         障害者就労支援事業費【就業支援課】                １４，８９６ 

 

（３）新卒者、フリーター・ニートなどの若年者の就業支援 

Ｐ２５    ヤングキャリアセンター埼玉運営費【就業支援課】        ８４，１４０ 

（一部再掲） 

Ｐ２５     キャリアセンターブランチ等運営費【就業支援課】          ４４，０７１ 

若者自立支援センター埼玉運営費【就業支援課】            １６，４２８ 

Ｐ２５    大学連携就職支援事業費【就業支援課】                       ２１，６８７ 

Ｐ２５ 新規 彩の国仕事マッチングシステム事業【就業支援課】              ９，４８８ 

Ｐ２５    若年者実務研修雇用促進事業【就業支援課】            ９８，８６６ 

 

（４）中高年齢者の再就職活動の支援 

        中高年齢者就業支援事業費【就業支援課】                   １４６，２３０ 

                            （一部再掲） 

Ｐ２５    キャリアセンターブランチ等運営費【就業支援課】          ４４，０７１（再掲） 

           長期失業・未就職者等就業促進事業【就業支援課】            ５９，５８６ 

 

（５）女性の就業・チャレンジ支援 

  Ｐ ５ 新規 女性の再就職支援事業費【ウーマノミクス課】            ４２，５７３（再掲） 

        女性キャリアセンター運営費【ウーマノミクス課】          ９３，２９２（再掲） 



－ 総括 5－ 

（６）職場環境整備の支援 

Ｐ ３ 新規 女性のキャリア継続支援事業【ウーマノミクス課】        ３，２０５（再掲） 

         多様な働き方推進事業【ウーマノミクス課】              ５，６７３（再掲） 

勤労者制度融資事業費【勤労者福祉課】                     １４３，８９７ 

          労働教育講座開催運営費【勤労者福祉課】               ９０８ 

 

（７）キャリア教育の推進 

産業人材育成総合支援事業費【産業人材育成課】           ７，８２１ 

          キャリア教育推進事業費【就業支援課】                 １，２３７ 

         大学生インターンシップ推進事業【就業支援課】          １５，４９９ 

 

（８）産業人材の確保・育成 

Ｐ２６        高等技術専門校訓練等推進事業費【産業人材育成課】       ３２１，５６６ 

 Ｐ２６     委託訓練事業費【産業人材育成課】              １，７３６，６０１ 

職業能力開発促進費【産業人材育成課】             ５７，６７０ 

  Ｐ２７  新規  ものづくりの担い手育成支援事業【産業人材育成課】       ２，２０５ 

         産業人材育成総合支援事業費【産業人材育成課】           ７，８２１（再掲） 

 

８ 時代に応え未来を拓く人材育成 

（１）グローバル人材の育成 

 Ｐ２８    中小企業若手社員海外研修支援事業【産業労働政策課】    １０，５８９ 

Ｐ２８    海外インターンシップ促進事業費【就業支援課】          ６，４１８ 

 

 

 

 



                                新 規 

―１― 

次世代産業支援費のうち 

 
エコ・ファクトリー化推進事業  

 

担当 産業支援課 新産業企画・創業支援担当 

内線 ３７３５ 

 

１ 目  的 

  エコタウンモデル地域内（本庄市・東松山市）工場のエコ・ファクトリー化

を進めるため、生産設備や空調設備等の更新・改修を集中的に実施する。 

  また、成果を広く他の工業団地等に波及することにより、県内全体の各企業

のエコ・ファクトリー化を促進する。 

 

２ 事業内容 

 （１）省エネルギー診断の実施 

    （一財）省エネルギーセンター等との連携により、本庄市・東松山市の工場を対

象に無料省エネ診断を実施する。 

 

 （２）エコ・ファクトリー化推進事業補助金 

    エコタウンモデル地域内（本庄市・東松山市）の工業団地等について省エネ化を

進めるため、設備の更新・改修に必要な経費の一部を本庄市、東松山市と協調して

助成する。 

    ・補 助 率  県１／３ 市１／６ 

    ・補助上限額 県２００万円／件（市１００万円／件） 

    ・補助対象  高効率な照明設備、省エネ型空調設備、太陽光発電設備等 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ８１，３１８千円 

エコタウンモデル地域内工場のエコ・ファクトリー化の実現・県内工場への波及 

無料省エネ診断 

（一財）省エネルギー

センター等との連携に

よる無料診断を実施 

 

《対象》 

本庄市及び東松山市の

全工場 

工業団地等の取組 

省エネ診断結果等に基

づき、各工場の省エネ化

を実施 

 

《主な取組》 

・高効率な照明設備 

・省エネ型空調設備 

・太陽光発電設備 等 

 

主な支援制度 

 
エコ・ファクトリー化 

推進事業補助金 

国の省エネ化補助制度

の活用 

エネルギー対策強化融資

の活用 

県・市 

補助金 

 国 

補助金 

 県 

融資 



一部新規 

―２― 

就業環境整備促進事業費のうち 

 

企業内保育所の整備促進  

 

担当 ウーマノミクス課 企業内保育所担当 

内線 ３９６３              

 

１ 目  的 

  出産・育児による退職の防止や勤務時間に合わせた保育など企業・従業員の

双方にメリットのある企業内保育所の設置・運営を支援することにより、子育

てをしながら働き続けることができる環境を整備する。  

 

２ 事業内容 

（１）企業内保育所設置等促進事業費（予算額 ６９，６７９千円） 

   企業内保育所の設置や共同利用型企業内保育所の運営に要する経費を補助する。 

 

（２）新 企業内保育所設置・運営支援事業（予算額 ２，０７６千円） 

   企業内保育所の設置を検討している企業等へ専門知識を有するアドバイザーを派遣

する。 

   また、企業内保育所の効率的な経営方法を説明する「企業内保育所経営説明会（仮

称）」を開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ７１，７５５千円 

保育所設置を 

検討中の企業 

 

 

 

 

 

 

 

県 

新 アドバイザーの派遣 

新 経営説明会の開催 

保育所を設置する企業 

（共同利用型）保育所

を設置した企業 

設置費の補助 

補助率 10/10、上限５００万円 

運営費の補助（開設後３年間） 

補助率 10/10、上限 １年目３００万円 
          ２年目２２５万円 

３年目１５０万円 

平成２５年度整備目標  単独型６施設、共同利用型４施設 計１０施設（１００人） 



新 規 

―３― 

就業環境整備促進事業費のうち 

 

女性のキャリア継続支援事業  

 

担当 ウーマノミクス課 推進担当 

             内線 ３９６５   

 

１ 目  的 

  女性がキャリアを継続できる環境を整備するため、女性・男性・大学生の３

方向から情報発信と意識改革を行う。  

 

２ 事業内容 

（１） 女性キャリア継続プログラムの実施 

・子育てをしながらキャリアを継続するためのトレーニングを実施 

・企業から女性管理職のメンターを募集し、企業間で共有 

・女性ロールモデルの紹介 
 

（２） 男性の働き方見直し大作戦の実施  

・マネジメント層の意識やスキル向上のためのワークショップを実施 

・積極的に取り組む先進企業のトップの声を映像で紹介 

・市町村と連携し、男性の働き方を見直すための地域交流会を実施 など 
 

（３） 大学生にウーマノミクスを普及  

・大学生にライフデザインや多様な働き方などに関する意識を醸成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ３，２０５千円 

女性がキャリア継続できる環境へ 

 

・時間に制約があり、キャリア 

アップが難しい 

・身近にロールモデルがいない 

女 性 
 

・子育てへの参加が少ない 

・短時間勤務等の女性の周囲にいる 

男性にしわ寄せ 

・マネジメント層の意識の欠如 

男 性  
・ライフイベントを視野に 

入れた人生設計を立てて 

いない 

大学生 

現 

 

状 

 
○キャリア継続のための 

トレーニング 

 

○メンターの企業間共有 

 

○女性ロールモデルの  

紹介 

〈企 業〉 

○マネジメント層向けワークショップ 

○企業のトップの声を映像で紹介 

○働き方見直し組織設置の働きかけ 

 

・メンターの企業間の共有 

 
○ウーマノミクスについて

の講義を実施 
 
○企業経営者やロールモデ

ルの講演 
 
○取組紹介パンフレットの

作成 

〈個 人〉 

○地域交流会の実施 

○男性ロールモデルの紹介 

 

 
取 

 

組 

 

 



新 規 

―４― 

就業環境整備促進事業費のうち 

 

ウーマノミクスサイト事業  

 

担当 ウーマノミクス課 推進担当 

               内線 ３９６５     

 

１ 目  的 

  ウーマノミクスに関する企業向け、県民向けの総合サイトを立ち上げ、埼玉

版ウーマノミクスプロジェクトの浸透を図る。  

 

２ 事業内容 

県と経済団体による共同事業としてウーマノミクスサイトを開設する。 

【掲載情報（例）】 

・多様な働き方成功事例の紹介 

・経済団体の情報 

・女性のための就業・起業情報 

・女性向け商品やサービス情報 

・子育てをしながら働く女性のロールモデル・男性ロールモデルの紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額 １，４５０千円 

特色１：埼玉版ウーマノミクスプロジェクトの総合サイト 
 
特色２：経済団体との共同事業として実施（制作委員会を設置し、県と経済団体が負担金を拠出） 
 
特色３：女性を活用する上で企業に有益な情報を提供 
 
特色４：女性の様々な働き方を具体的に提案する（ロールモデルの紹介など） 

 
企業向け情報 

多様な働き方成功事例の紹介 
女性活用、業績向上、業務効率化 

県の支援メニュー 
企業内保育所設置、制度融資、商品開発 

経済団体の情報 
経営者のメッセージ、団体のセミナー案内 

 

育休復帰者等のいる職場支援情報 

 
キャリア継続のための情報 

お勤めしたい方へ 
女性キャリアセンター、多様な働き方実践企業の紹介 

 
県民向け情報 

起業したい方へ 
県の支援メニュー、起業家レポート、プチ起業 

商品やサービスの情報 
各地の商工会等の推奨品紹介、子育てイベント 

輝いている先輩（ロールモデル） 

 
大学生向け情報 

独自の機能：①スマホ対応 ②映像配信 ③既存ＳＮＳの活用による相互交流等 

ウーマノミクスサイトの開設 



新 規 

―５― 

女性キャリアセンター運営費のうち 

 

女性の再就職支援事業費  

 

担当 ウーマノミクス課 推進担当 

内線 ３９６５ 

 

１ 目  的 

 介護や保育の潜在有資格者は多数存在するが、福祉施設は人手が足りていないため、

女性有資格者の再就職を支援する。 

 また、仕事上のブランクに伴い、就職活動に不安を感じている主婦の再就職を支援す

る。 

 

２ 事業内容 

 働きたい女性１，１００人を対象に実習・体験型の研修を実施するとともに、個々の

ニーズに合ったきめ細かな再就職支援を行う。 

《 実習・体験型研修 》 

  （１）介護や保育の資格がある女性５４０人を対象に、福祉施設での実習を実施 

  （２）就職に不安を持つ主婦５６０人を対象に、職場体験等を実施 

 

 

（１）介護や保育の有資格者向け         （２）主婦向け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ４２，５７３千円 

実習・体験型研修 

①事前カウンセリング（１日） 

 

②福祉施設での実習（２日間） 

  ・特別養護老人ホーム 

  ・保育園 等 

 

 

 

 

 

③就職に向けたカウンセリング（１日） 

 

計４日間 

・仕事の感覚や自信を取り戻す 

・施設の状況や雰囲気を確認 

①職場体験等（１日） 

  オリエンテーション実施後 

  ２社を訪問 

 

 

 

 

 

 

 

②就職準備講座（１日） 

 

計２日間 

 

 

 

 

③就職に向けたカウンセリング（１日） 

・複数企業の体験による選択 

 肢の拡大 

・働く自分を具体的にイメー 

 ジする 

就  職 

個々のニーズに合わせて、カウンセリング、セミナー、職業紹介により再就職を支援 



 一部新規 

―６― 

 

女性の創業を支援  

 

担当（１）女性創業支援事業 

産業支援課 新産業企画・創業支援担当 

  内線 ３９０８ 

（２）女性起業家ステップアップ支援事業 

商業・サービス産業支援課 商業担当 

内線 ３７６１ 

 

１ 目 的 

 女性の感性や視点を生かした創業を支援し、女性の活躍の場の創出や女性視点

による新たな市場開拓につなげることで県内産業の活性化を図る。 

 

２ 事業内容 

（１）女性創業支援事業（予算額 ３，４５０千円） 

ア 女性創業スタートアップ塾の開催 

  創業に向けた実践的な知識やスキルを学ぶための女性創業スタートア  

  ップ塾を開催する。 

イ新「ＣＯＣＯ（女性起業支援ルーム）」の設置・運営 

  女性起業家が活動するビジネス拠点として、シェアスペースと女性コー 

  ディネーターによる相談対応等を備えた「ＣＯＣＯ（女性起業支援ルーム）」

 を設置・運営する。 

 

（２）新女性起業家ステップアップ支援事業（予算額 ４，４９５千円） 

ア インキュベーションショップの開設 

  空き店舗を活用し、女性起業家の育成・支援に特化したインキュベーシ  

  ョンショップを開設する商店街に対して必要な経費の一部を補助する。 

  イ 専門家による巡回相談 

    インキュベーションショップ入居者に対し、巡回相談や指導を実施する。 

  ウ 交流会の開催 

    地元女性商業者や先輩女性起業家との交流会を開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ７，９４５千円 

女性起業家ステップアップ支援事業 

・インキュベーションショップの開設支援 

・巡回相談や交流会開催 

事業化への支援 

女性創業支援事業 

・女性創業スタートアップ塾 

・女性起業家を対象とした支援ルーム 

女性の活躍の場の創出 

女性視点による新たな市場の開拓 

創業に向けた支援 成長への支援 



                                新 規 

―７― 

新事業創出支援事業費のうち 

 
SAITAMA Smile Womenフェスタ開催事業  

 

担当 産業支援課 新産業企画・創業支援担当 

内線 ３９０８ 

 

１ 目  的 

  女性の笑顔を埼玉から発信し、女性が笑顔で活躍することを応援するフェス

タを開催し、女性がいきいきと輝く社会の構築や女性の消費や活躍の場の拡大

につなげる。 

２ 事業内容 

 SAITAMA Smile Womenフェスタの開催 

（１）概要 

  ・日 時：平成２５年９月１４日（土）・１５日（日） 

  ・会 場：さいたまスーパーアリーナ コミュニティアリーナ 

 ・主 催：実行委員会方式による運営 

 ・来場者：集客目標１５，０００人（主に２０代～４０代の女性とその家族）  

（２）企画内容 

  ア 企業ブース  

  ・女性が「ドキドキ」、「ワクワク」した気持ちになる商品やサービスを取り揃

   えたブース出展 

  ・「美」「食」「子育て」などのジャンルごとに展示や体験、販売等を実施 

   イ ステージイベント 

    ・企業や団体と連携して、多くの女性が楽しむイベントの開催 

    ・ファッションショーやトークショーなどの実施 

   ウ ワークショップ 

    ・女性起業家による体験コーナーや女性起業家の活動紹介     

（３）開催方法 

   企業や団体、経済団体とのタイアップや連携により、フェスタの開催を行う。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ９，８７８千円 

会場イメージ 

企業ブース 

エリア 

起業家 

ワークショップ 創業・就業 

相談 
キッズプレイ 

ランド 

授乳 

スペース 

カフェ 

ウーマノミクス 
プロジェクト 
PR コーナー 

グルメゾーン 

ライフゾーン 

ビューティー 
ゾーン 

リラクゼーション 
ゾーン 

ベビー・キッズ 
ゾーン 

カルチャーゾーン 

 

 

 
メインステージ 

 

 

  

 
 

 

 

 
 



                                        一部新規 

―８― 

中小企業の海外ビジネス展開支援関連事業 

 
                   担当 企業立地課 国際経済担当 

                           内線 ３７７８ 

 

１ 目  的 

   県内企業が、中国・アセアン等新興国においてビジネス展開できるよう現地進出を支 

援するとともに、アメリカ、ヨーロッパなど先進国の成長産業分野の販路開拓を支援する。 

 

２ 事業内容 

（１） 中小企業国際化支援事業（予算額 １０６，５５７千円） 

○中国ビジネス支援 

    ・上海ビジネスサポートセンターの運営   

    ・山西省、上海市近郊への訪問団派遣 

○アセアンビジネス支援 

    ・アセアンビジネスサポート  

デスク等の運営   

    ・アセアン訪問団の派遣 

○米国ビジネス支援 

    ・米国医療機器関連展示会   

への出展支援 

○国内における支援 

    ・貿易投資相談・セミナーの開催 

 

（２）新アセアンビジネス進出支援強化事業（予算額 １０，３５０千円） 

○現地ネットワークの強化（タイ・ベトナム） 

       ・アセアンビジネスサポートデスク等を核として、現地日系企業を構成員とする 

ネットワーク組織の立ち上げ   

○経済訪問団の相互派遣（タイ・ベトナム）  

    ・訪問団派遣：商談会、交流会開催 

・訪問団受入：投資促進セミナー、県内企業との交流会開催 

 

（３）新埼玉県産業フロンティア推進事業（予算額 ４８，７５３千円） 

○海外販路開拓を支援 

 ・成長産業分野（医療機器、次世代自動車、自動化技術、ブランド食品）におい 

て優れた技術を持つ県内企業の製品の海外展示会への出展を支援 

 ・医療機器に関しては、さいたま市と連携して国内でも商談会を開催 

 

３ 予 算 額  １６５，６６０千円 

E U 

ASEAN･中国 

北米 



                               一部新規 

―９― 

次世代産業参入支援  

 

担当 産業支援課  

          （１）新たな成長産業創出促進事業 

産学連携・新エネルギー産業担当 内線３７３６ 

（２）次世代技術開発等チャレンジ事業 

新産業企画・創業支援担当    内線３７３７ 

産学連携・新エネルギー産業担当 内線３７３６ 

                     

１ 目  的 

  次世代産業分野への参入やオンリーワン技術の確立等に取り組む中小企業

を積極的に支援し、世界水準の強い企業を育成する。 

 

２ 事業内容 

 （１）新たな成長産業創出促進事業（予算額 ３１，５３５千円） 

     県内中小企業の次世代産業分野への参入を促進するため、研究開発プロ

ジェクトを支援する。専任コーディネーターが中心となりプロジェクト

の進行管理を行う。（分野：新エネルギー関係及び医療福祉関係） 

 （２）次世代技術開発等チャレンジ事業（予算額 ９４，１０１千円） 

   ア 次世代技術開発等チャレンジ補助事業 

     先進的な技術・製品開発等に取り組む中小企業に対して費用の一部を助成する。 

     補助率：１／２、上限額：１，０００万円以内 

   イ 次世代産業人材育成事業 

     県内中小企業の技術者等を対象に、理工系大学教員等を講師とする次世代産業

に関する講座等を開催する。（年４５講座予定） 

   ウ 新 医療系ものづくり産業埼玉プロジェクト推進事業 

     県内中小企業が持つ技術力を医療機器開発分野に活用するプロジェクトの研究

開発を支援する。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

３ 予 算 額  １２５，６３６千円 

 

・3テーマの研究開発プロジェクトを実施 

  ①新型太陽電池開発 ②太陽光パネル改良 

  ③医療検査機器開発 

次世代産業プロジェクト支援 

新たな成長産業創出促進事業 
 

・新たに成長産業分野等への参入を目指す中小

企業の研究開発を支援 

研究開発支援 

次世代技術開発等チャレンジ補助事業 

 

・世界水準レベルの技術力を持つ人材の育成 

・次世代自動車、新エネルギー、医療福祉分野を

中心に開催 

次世代産業人材育成事業 

  

・さいたま市と連携し、中小企業の医療機器分野

への参入や研究開発を支援 

・コーディネーターの配置 

 

医療機器分野参入支援 

医療系ものづくり産業埼玉プロジェクト事業

「 

医療系ものづくり産業埼玉プロジェクト事業

「 

人材育成支援 



                                 新 規 

―１０― 

次世代産業支援費のうち  

 
新産業研究開発プロジェクト推進事業  

 

担当 産業支援課 産学連携・新エネルギー産業担当 

    内線 ３７３６ 

                     

１ 目    的 

  県内中小企業の研究開発ニーズと大学の先端的なシーズを組み合わせた産

学官連携等による研究開発プロジェクトを公募により選定し、県内での研究開

発拠点を構築するとともに、新製品･新技術の開発から実用化までを一貫して

支援する。 

  県内中小企業と大学による突き抜けた技術力の発信と新たな産業の創出を

図る。 

２ 事業内容 

（１）公募内容 

  ア 採択件数：３件以内 

  イ 補助額：７５，０００千円（上限） 

  ウ 公募対象者 

    産学等によるコンソーシアムを形成し県内に研究開発拠点を構築するとともに、

    公募対象分野での新製品・新技術の研究開発及び実用化を進めるもの 

  エ 研究期間 

    ３年以内 

（２）公募対象分野 

   新たな産業創造に資するとともに県内中小企業にその成果が反映できる次のテーマ 

 

 

 

 

 

 

（３）補助経費の内容 

  ・研究開発拠点構築経費(機器設備等)及び推進体制構築経費(コーディネーター等) 

  ・それ以外の経費は企業及び大学側の負担 

（４）スケジュール 

  ・公募期間 ４月～５月中旬 

  ・審査会の開催・採択 ５月下旬 

  ・研究開発拠点整備、研究開発スタート ６月から 

 

３ 予 算 額  ７５，７５０千円 

 

 ○大容量・長寿命の次世代 

   蓄電池の開発 

 ○高効率熱利用の地中熱ヒ

ートポンプの開発･･など 

エネルギー・環境分野 
 

○患者負担を最小限にする 

治療検査機器等の開発 

○介護の負担を軽減させる

機械・器具の開発･･など 

医療・福祉分野 
 

○軽量化された新素材の 

研究開発 

○大容量・小型・軽量バッテ

リー技術の開発･･など 

次世代自動車分野 



 一部新規 

―１１― 

小規模事業経営支援推進費 

 

担当 産業労働政策課 商工団体担当  

内線 ３７２１           

 

１ 目  的  

   県内商工業の発展を図るためには、県内事業者の多くを占める小規模事業者  

 の活力を高める必要がある。  

   そこで、商工会議所、商工会が行う小規模事業者に対する経営改善普及事業

  に助成し、小規模事業者の活性化を図る。  

 

２ 事業内容  

（１）人件費（予算額 ２，７８５，４３３千円） 

小規模事業者に対して、商工会議所、商工会が経営指導・相談を行うための 

経営指導員等の設置に係る費用に対し補助する。 

（２）経営支援事業費（予算額 ２８，８０１千円） 

ア 相談指導事業費 

小規模事業者に対して、商工会議所、商工会が行う経営指導・相談、講習 

会の開催、専門家派遣のための費用等に対し補助する。 

イ 経営指導員等研修会開催費 

小規模事業者に対し、より効果的かつ効率的に経営指導・支援するため、 

商工会議所、商工会職員の資質向上事業に対し補助する。 

（３）広域支援事業費（予算額 ６６，１５１千円） 

ア 若手後継者等育成事業費 

若手後継者等の育成を行う商工会議所、商工会の青年部・女性部の活動推 

進のための事業に対し補助する。 

イ ○新地域経済活性化推進事業費 

地域の小規模事業者の実情に合わせ商工会議所、商工会が自らの発案によ 

り、地域経済を活性化するため行う広域的な事業に対し補助する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ２，８８０，３８５千円 

埼 

玉 

県 

助 
 

成 

商
工
会
議
所
・
商
工
会 

 

事業者のニーズに応じた 
・経営相談 

・融資あっせん 

・専門家派遣 

・講習会の開催 

・商談会やイベントの開催 等 

小
規
模
事
業
者 



 

－１２－ 

 

中小企業イノベーション支援事業費のうち 

 

中小企業イノベーション支援事業  

 

  担当  産業支援課  経営革新支援担当 

  内線 ３９１０ 

 

１ 目  的  

 中小企業のイノベーションへの積極的な取組を支援し、中小企業の創意ある発

展と経営基盤の強化を図る。  

 

２ 事業内容  

中小企業のイノベーションを支援するため、意欲のある企業の掘り起こしから

経営革新計画の策定支援、計画承認取得後のフォローアップまで一貫した支援を

行う。 

 

（１）中小企業経営革新推進事業 

ア チャレンジ経営宣言企業登録制度の推進 

  経営や技術を向上させる新たな取組に意欲的に挑戦する企業を「チャレン

ジ経営宣言企業」として登録し、支援機関や専門家と一体となったオーダー

メイド支援を行う。 

 

イ 経営革新計画承認制度の推進 

中小企業新事業活動促進法に基づき、新たな取組に挑戦する中小企業が作

成する経営革新計画の承認を行う。また、計画の作成及び計画の円滑な実行

を支援するため、専門家派遣を行う。（専門家派遣１２０回） 

 

（２）経営革新セミナーの実施 

中小企業の経営革新に対する意識喚起と情報提供を行うため、中小企業団体

等と連携し、経営革新セミナーを２回開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  １５，３６９千円 

現状の 

 

経営状態 

チャレン

ジ経営宣

言の登録 

経営革新 

計画の 

策 定 

経営革新 

計画の 

承 認 

 

経営革新 

計画の 

実 行 

事業の拡大 

経営基盤の 

強 化 

意欲的な企業の

掘り起こし 意欲的な企業に対する集中支援 

県・支援機関による一体的なオーダーメイド支援 



一部新規 

―１３― 

 

中小企業制度融資事業費 

 

担当 金融課 企画・制度融資担当 

内線 ３８０１          

 

１ 目  的 

   県内の中小企業の資金需要に応え、多様性に富んだ産業の育成を図る。 

 

２ 事業内容 

   金融円滑化法失効後の中小企業の資金繰りを支援するためセーフティネット関連資 

  金の充実を図るほか、中小企業の経営の安定・強化を図るための設備資金を拡充する。 

   また、総融資枠は３，６００億円とし、中小企業の資金需要に万全を期す。 
 

（１）主な変更点 

  ア 「経営あんしん資金」の拡充 

    売上高等が２年前の同期よりも減少（見込み） 

 → ３年前（震災前）の同期との比較も可能 

  イ 「借換資金」による再借換え 

    一定条件を満たす場合、借換資金の再度の利用を認め、返済負担の軽減を図る。 

  ウ 「企業パワーアップ資金」の拡充 

    彩の国中小企業支援ネットワークの「経営サポート会議」による支援を受けて経 

   営改善に取り組む中小企業を対象者に追加するとともに、融資限度額を引き上げる。 

   （１億５千万円 → ２億円） 

  エ 「エネルギー対策強化融資」の創設 

    工場等の創エネ・省エネ・蓄エネ設備導入に要する費用を、長期・低利（固定）で 

融資する。（融資利率：年１．３％  融資限度額：２億円） 

  オ 「企業成長サポート資金」の拡充 

    融資対象とする成長分野を重点化するとともに、融資利率を０．２％引き下げる。 
 
（２）総 融 資 枠 

資 金 名 融資枠 資 金 名 融資枠 

  女性経営者支援資金 １００億円   経営あんしん資金 ６００億円 

  起業家育成資金 １００億円   事業資金・一般貸付 ４００億円 

○新エネルギー対策強化融資 １００億円   事業資金・短期貸付 ２００億円 

  産業創造資金 １００億円   スーパーサポート資金  ５０億円 

  企業成長サポート資金 １００億円   小規模事業資金 ３００億円 

  産業立地資金 １００億円   企業パワーアップ資金 ２５０億円 

  経営安定資金 ４００億円   借換資金 ８００億円 

合 計  ３，６００億円 

 

３ 予 算 額  ３，４１９，５８８千円 



 

―１４― 

 

地 域 商 業 の 活 性 化 

地域商業活性化促進事業  

 

担当 商業・サービス産業支援課 商業担当 
内線 ３７６１     

 

１ 目  的 
  商店街の次世代を担う人材の育成、関係団体とのネットワーク化や情報提供
などにより、地域商業の活性化を支援する。  

 

２ 事業内容 
（１）次世代人材育成事業 

 商店街の次世代を担う若手リーダーを育成するため、商店街活動に必要な

知識、方法を習得する「次世代あきんど養成塾」を県内２地域で開催する。 
 また、若手商業者のグループ化を推進し、専門家の指導のもと、ワークショップ
手法を取り入れた勉強会を実施する。 
 

（２）地域活動支援事業 

 地域商業等の活動を支援する大学や新規参入を促進する必要がある業界団体（Ｊ

Ａや卸売市場など）とのネットワーク化を図り、地域ニーズとのマッチングを推進

する。 

 また、市町村や商工団体が行う商店街支援に必要な情報提供や専門家派遣、助言な

どを行う。 

 

（３）環境配慮型施設整備事業 

  ＬＥＤ街路灯など環境配慮型施設整備に対し助成する。 

・補 助 率  県 １／４以内、市町村 １／４以内 

・補助限度額   ２５０万円  

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

        

     

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ３４，６１９千円 

地域商業若手リーダーの育成 

若手商業者グループの育成 

大学・団体等との連携強化 

大学等ネットワーク化 

業界団体等ネットワーク化 

情報提供・専門家派遣 

ノウハウ伝達のための専門家派遣 

事例調査・公表 

環境配慮型施設整備 

環境配慮型施設（街路灯ＬＥＤ化

等）整備への補助 

人 材 育 成 



新 規 

―１５― 

サービス産業支援事業費のうち 

 

生活サポート産業成長支援事業  

 

担当 商業・サービス産業支援課 人材育成・サービス産業担当 

内線 ３７５５  

 

１ 目  的 

  「介護、福祉、健康」「子育て」「食」などの分野において、新たなサービスの創出

に取り組む企業を支援するとともに、先進的なサービスを普及させることにより、県民

生活の安心・安全や快適さの向上を実現する。 

 

２ 事業内容 

（１）支援体制の整備 

   埼玉県産業振興公社にコーディネーターを配置し、金融機関、経済団体、その他支

援機関との連携による支援体制を整備する。 

（２）新たなサービスの創出支援・普及 

   支援企業を選定し、支援体制により新たなサービスの創出を支援する。また、先進

的なサービスのノウハウをセミナーや事例集で紹介し、サービスを提供する企業の増

加、レベルアップを図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ６，１５５千円 

①支援企業の選定 

埼玉県産業振興公社 

コーディネーター 

・金融機関 

・経済団体 

・中小企業診断協会 

【具体的な支援内容】 

・その他支援機関 

〔県内機関の支援体制〕 

新たなサービスの 

創出に取り組む企業 

支援企業 

②コーディネーターと県内機関による支援 

 コーディネーターと連携して支援 

年間２０～３０社 

③新たなサービスの実施 

 

支援企業 

県民に新たな 

サービスの提供 

④先進的サービスの普及 

県民生活の質の向上 

〇ビジネスプランに対するアドバイス 

〇連携企業等のマッチング 

〇生産性向上、財務、ＩＴ等に関する 

 専門家の派遣 

事業の概要 



 

―１６― 

企 業 誘 致 の 推 進 

 

                         担当  企業立地課  企業誘致担当・立地窓口担当  

      内線  ３７４８・３９００  

 

１  目  的  

  充実した高速道路網など優れた産業インフラを活かしながら、企業誘致

活動を展開し、県内産業の振興や雇用の創出、税収の確保につなげる。  

 

２  事業内容 

（１）企業立地推進事業（予算額 ２４，６８６千円）  

① 戦略的産業立地推進事業           

     ・企業誘致活動の展開  

・企業立地情報・用地情報の収集・提供  

   ② 圏央道鶴ヶ島 IC 県有地への企業集積検討  

    ・農業大学校（鶴ヶ島市）移転後の産業系土地利用の検討  

③ 立地企業フォローアップ推進事業        

・ビジネス懇談会の実施  

④ 関西地区企業誘致推進事業             

         大阪における企業交流会の開催など関西地区企業に対する誘致  

活動を展開  

 

（２）産業立地促進助成費（予算額 １，５５８，１１２千円）  

   県内への企業立地を促進するため、県内に工場等を建設し、雇用の創

出等に貢献した企業に対し、工場等の建設に係る不動産取得税相当額の

補助金を交付する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

                   ＜菖蒲南部産業団地＞ 
 

３  予 算 額  １，５８２，７９８千円  



 

―１７― 

西部地域振興ふれあい拠点施設整備事業費  

 

担当 産業拠点整備課 総務・西部ふれあい拠点担当 

   内線 ３９３３ 

 

１ 目  的 

  埼玉県と川越市の共同事業として、地域産業の振興と地域住民の活動・交流を促

進するための西部地域振興ふれあい拠点施設（仮称）を川越市に整備する。 

 

２ 事業内容 

 ○県 市 施 設 建設工事の実施（継続）工期：H24.12.26～H27.1.30 

 ○民間にぎわい施設 建設工事の着手（民間施設整備事業者）（平成25年秋頃～） 
 

 床 面 積 施 設 内 容 

県 施 設 9,789㎡ 
交流支援施設、創業支援施設、商工団

体等施設、県地方庁舎 

市 施 設 13,430㎡ 市民活動支援センター、ホール 

共 用 部 16,992㎡ 駐車場等 

計 40,211㎡  
   

民間にぎわい施設 約20,000㎡ 商業施設（物販、クリニック、保育所等） 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                ＜県市施設イメージ＞ 

 

３ 予 算 額   ９，１２４，６７１千円 



新 規 

―１８― 

・おもてなし力向上ネットワークの構築  

・おもてなし力アップにつながる教本及びＰＲ素材  

 （名刺・チラシ）の作成  

・事業者による研修会の実施   ※３万人が研修受講  

彩の国観光振興推進費のうち 

 

日本一のおもてなし県推進事業  

 

担当 観光課 総務・企画担当 

                      内線 ３９５０ 

 

１ 目  的 

  日本一のおもてなし県を実現するため、ホスピタリティ精神に富んだおもて 

 なしを実践する企業等の表彰制度を創設する。 

  また、関係事業者を中心とした実行委員会を立ち上げ、相互に交流・刺激し 

 合うネットワークの構築や情報提供、ＰＲを行うなど、県内事業者に競わせて 

 おもてなし力アップのムーブメントをつくる。  

 

２ 事業内容 

（１）埼玉県おもてなし大賞の創設 

   「埼玉県おもてなし大賞」を創設し、優秀な実践企業等を表彰する。  

    ・実践者によるプレゼンテーション大会の実施  

    ・優秀な団体、個人に対して大賞を授与  

    ・先進的な取組を県ホームページや広報誌等でＰＲ  

  

（２）埼玉県おもてなし力向上実行委員会の立ち上げ 

   交通事業者、観光事業者、経済団体、行政等による実行委員会を立ち上げ、埼玉県 

  のおもてなし力アップを図る。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ２，３９４千円 

・観光事業者 

 旅館組合、 旅行業協会 

 

・交通事業者 

 バス協会、タクシー協会、鉄道会社 

  

埼玉県おもてなし力向上実行委員会 

・経済団体 

 商工会議所、商工会 
・行政等 

 県、市町村、観光協会 

 

県 全 体 の お も て な し 力 向 上 

全 国 へ 情 報 発 信 



新 規 

―１９― 

彩の国観光振興推進費のうち 

 

「食」の観光推進事業  

 

担当 観光課 観光・物産振興担当 

内線 ３９５２ 

 

１ 目  的 

  埼玉の「食」の魅力を発掘・発信し、「埼玉Ｓ級グルメ」としてブランド化

を図るとともに、観光スポットとグルメを周遊するルートをコーディネートす

ることにより、まちめぐりと合わせた本県での滞留時間の増加を図る。 

  ※「埼玉Ｓ級グルメ」とは 

   県産食材を使用し、料理人の工夫、店舗の雰囲気等で豊かさを実感できる 

  埼玉極上グルメ。 

 

２ 事業内容 

（１）埼玉Ｓ級グルメのＰＲ 

   「食」に関する有力情報誌等との連携で、「埼玉Ｓ級グルメ提供店舗」を 

  発掘及び認定し、「埼玉Ｓ級グルメ提供店舗」の特集誌を発行する。さらに、 

  特集誌の情報を、イベントやＳＮＳ等の様々な媒体でＰＲする。 

 

（２）周遊観光ルートのコーディネート 

   市町村観光協会等の地域関係機関と連携し、「埼玉Ｓ級グルメ提供店舗」と周辺の 

  観光スポットをつないだ周遊するルートを設定し、ＰＲする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ３８,０６０千円 

 

県 
「食」の 
有力情報誌 

埼玉Ｓ級グルメ 

提供店舗 

＝ ＝ 市町村 

観光協会 

 

・「埼玉Ｓ級グルメ」 

 特集誌発行 

・「食」イベント実施 

・ＳＮＳ等での情報 

 発信 

魅力あるグルメと 

観光スポットによる 

ご当地への観光客誘致 

発掘・認定 

観光ルート 

設定協力 

市町村 

商工会等 

会 

 

店舗情報や 

観光情報の 

提供 

市町村 

 



新 規 

―２０― 

彩の国観光振興推進費のうち 

 

日本一のアニメの聖地事業  

 

担当 観光課 総務・企画担当 

内線 ３９５０        

 

１ 目  的 

  「らき☆すた」や「あの花」、「クレヨンしんちゃん」など、埼玉ゆかりのアニメや

マンガは数多い。これらを広く県内外へ紹介し、アニメの聖地としての地位を確立する

とともに、主に若者や外国人の観光誘客を図る。 

  また、関連団体同士の交流を進め、市町村のまちおこしや観光関連産業の振興を図る。 

 

２ 事業内容 

 ○ 「埼玉アニメ・マンガフェスティバル（仮称）」の開催 

   市町村、商工団体、民間事業者等の協力のもと、埼玉ゆかりのアニメ・マンガをテ

ーマとした大規模なフェスティバルを開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ５，４６８千円 

埼玉アニメ・マンガフェスティバル（仮称） 

実施概要（案） 
 
 

・アニメの聖地サミット 

  ・アニメ制作関係者トークショー 

    ・埼玉県観光ＰＲアニメ上映 

      ・埼玉県ゆかりのアニメ書き下ろし作品やポスター展示 

        ・痛車・らき☆すた神輿展示 

          ・声優等コンサートやトークショー 

            ・コスプレ祭りやコスプレコンテスト 

              ・グルメ販売、物販・観光ブース展開 など 

（財）埼玉県産業文化センターと共催 



新 規 

―２１― 

彩の国観光振興推進費のうち 

 

産業観光テーマパーク推進事業  

 

担当 観光課 観光・物産振興担当 

内線 ３９５４ 
 

１ 目  的 

多彩で豊富な工場のある埼玉の特色を生かし、市町村、民間等と連携した魅

力ある周遊コースを設定しＰＲすることにより「埼玉＝産業観光テーマパーク」

というイメージの定着及び産業観光客の誘致、周遊性を高める。 

 

２ 事業内容 

（１）工場等への調査・働きかけや市町村等の関係者の調整により、産業観光の

モデルコースを設定する。また、冊子の作成やセミナーの開催等により旅

行業者・教育関係者にモデルコースをＰＲする。 

 

（２）個人でも産業観光を楽しめるよう産業観光情報を整理し、ホームページ・ 

  冊子で発信する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ５，０７６千円 

 

 

産業観光情報をホームページ等

で継続的に発信 

 

モデルコースの設定・ＰＲ 

情報活用 

旅行業者 

教育関係者 

旅行メディア 

 

工場等 

市町村 

市町村観光協会 

工業団地組合 

県 

 

産業観光情報の整理・発信 

 

個人でも産業観光とその他の観光

情報をコーディネートできる冊子

を作成 

①調査・働きかけ ②関係者調整 

③モデルコースＰＲ 



新 規 

―２２― 

彩の国観光振興推進費のうち 

 

埼玉観光物産プロモーション事業  

 

担当 観光課 観光・物産振興担当 

内線 ３９５２ 

 

１ 目  的 

  観光地や物産の認知度・イメージが低い本県の情報をメディアとのタイアッ

プやソーシャルネットワークサービス（ＳＮＳ）を活用して県内外に積極的に

情報発信し、認知度の向上につなげる。 

 

２ 事業内容 

（１）観光資源の発掘 

   県内各地の観光資源を取材し、ＳＮＳ等で情報発信を行うとともに、受信

者との交流を通して、新たな観光資源を発掘する。 

（２）観光物産プロモーションの実施  

   県内各地の観光資源を様々なメディアを活用してＰＲする。 

  ① 雑誌、テレビ等の広告メディアやＳＮＳ等のネットメディアとのタイア 

   ップ企画の実施 

  ② 在京・在阪の大手メディア（テレビ等）へのＰＲキャラバン、プレスリ

リース等のプロモーションを展開 

  ③ 首都圏を中心とした県外での観光物産キャンペーンの実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ５４,９８６千円 

■現状 

・県民の地域愛着度の不足 

・観光物産の認知度不足 

・埼玉県への来訪経験の不足 

・来訪者の再来訪意向の高さ 

■課題 

 メディアを活用し、多くの 

人に魅力を伝える情報発信が 

必要。 

→ 来訪者のリピーター効果 

 をねらう。 

■観光物産プロモーション 

①メディアとタイアップした  

 観光物産ＰＲ 

②在京・在阪テレビ等へのメ  

 ディアＰＲキャラバン 

③首都圏での観光物産キャン 

 ペーン 

露出増により

認知度アップ

を目指す 

■観光資源の発掘 

 取材や情報受信者との交流

による新たな観光資源の発掘 

＋ 



新 規 

―２３― 

埼玉版ハローワークによる就業支援 
 

 担当 就業支援課 中高年者就業支援担当 
  内線 ４５３２ 

 

１ 目  的 
ハローワーク特区を活用して設置した｢ハローワーク浦和･就業支援サテライト」(埼玉

版ハローワーク)のサービスを拡充し、相談から職業紹介までワンストップ支援を行う。 
 
２ 事業内容 
（１）若年求職者の就業支援（予算額 ６６，０９５千円） 

ハローワーク浦和・就業支援サテライトにヤングキャリアセンター埼玉を移設し、
若者･学生に対するカウンセリング、セミナーなどきめ細かな就職支援を行う。 

 
（２）中高年求職者の就業支援、生活･住宅総合相談（予算額 １３８，９０５千円） 

中高年コーナーにおいて早期就職に向けた総合的就業支援を行うとともに、生活・
住宅総合相談コーナーで求職活動中の生活・住居に関する相談にきめ細かく対応する。 

 
（３）女性求職者の就業支援（予算額 １３，８６４千円）  

ハローワーク浦和・就業支援サテライトに新たに女性キャリアセンターの窓口を開
設し、カウンセリングによるきめ細かい就業支援を行う。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ２１８，８６４千円 

 
ハローワーク浦和・就業支援サテライト (平成 24年 10月開設) 

ハローワークコーナー 

(豊富な求人情報を生かした 

職業紹介を実施) 

マザーズコーナー 

(子連れでも相談しやすいよう 

授乳室・託児スペースを整備） 

若者コーナー 

（学生・若者の早期就職や 

正規雇用化をサポート） 

中高年コーナー 

(中高年の早期再就職のための 

きめ細かい支援を提供) 

女性コーナー 

（子育てとの両立等に不安を 

持つ女性の就業を丁寧に支援） 

福祉人材就職コーナー 

(介護職など福祉に関する仕事の 

相談・職業紹介を実施) 

生活・住宅総合相談コーナー 

(求職中の生活資金・住まいの確保に向けた支援) 

○ ハローワークの職業紹介と県のカウンセリング等の就業支援を一体的に提供 

○ 生活・住宅や福祉人材の相談窓口を併設し、求職者の様々なニーズに対応 

 新規 

新規 



一部新規 

―２４― 

障害者就労支援の強化 
 

  担当 就業支援課 障害者就業支援担当 
   内線 ４５３６ 

 

１ 目  的 
 企業に対する障害者雇用支援を強化し、障害者一人ひとりの能力に応じたきめ細かな
就職支援と就労中の障害者の離職防止を進め、障害者の雇用機会拡大と職場定着を図る。 

 
２ 事業内容 
（１）障害者雇用推進事業費（予算額 ２０，２８２千円） 
   障害者雇用開拓員を５人配置し、企業の経営者に直接交渉して雇用の受け皿づくり
  を進める。 
 
（２）障害者雇用サポートセンター運営費（予算額 ３５，９２３千円） 
     障害者雇用に理解を示した企業に対し、具体的な雇用の提案や雇用管理のアドバイ 
  スなどを行い、障害者の就労の場の創出を図る。 
 
（３）○新障害者雇用拡大推進事業費（予算額 ７９，２６１千円） 
    企業内における障害者の短期雇用体験の実施や職場適応援助者（ジョブコーチ） 
   の派遣による就労障害者への支援の拡大、職業適性に関するアセスメントの実施に 
   より障害者の雇用拡大と職場定着を促進する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
  
 
３ 予 算 額  １３５，４６６千円 

 

 

 

 

雇 

用 

支 

援 

 

 

 

 

職 

場 

定 

着 

 

 

 

 

就 

労 

支 

援 

 

 

障害者雇用推進事業 

障害者雇用開拓員５人が雇用率未達成の県内企業を訪問し、 

経営者に直接障害者雇用を働きかける（障害者雇用の受け皿拡大） 

企 
 
 
 
 
 
 
 

業 
障 
 
 

害 
 
 

者 

障害者雇用サポートセンターの運営 

企業に対し障害者雇用の具体的提案や雇用管理などに関する 

アドバイスを行い、企業の障害者雇用を支援する 

障害者雇用拡大推進事業費 

１ 障害者雇用開拓・チャレンジ体験事業 

    障害者の雇用経験がない企業などで障害者の雇用体験を実施 

    （企業経営者の雇用意欲の醸成と障害者の就労の場を拡大） 

２ 障害者職場定着支援事業 

企業などへ職場適応援助者（ジョブコーチ）を派遣 

  （就労継続に困難を抱える障害者の職場定着を支援） 

３ 障害者ジョブアセスメント促進事業 

   就職を希望する障害者の職業適性をきめ細やかに評価   

 （個々の能力にマッチした就職支援につなげ、早期離職を防止） 

雇
用
拡
大
・
就
労
の
場
提
供 

 

就
労
体
験 

 

相
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･

助
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適
職
診
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案
･

助
言 

 

雇
用
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就
業
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助
言 

ミ  
ス
マ
ッ
チ
解
消 

新 

 

 

離

職

防

止 

 



一部新規 

―２５― 

学生や若年求職者に対する就業支援 
 

 

                                 担当 就業支援課 若年者就業支援担当 
                      内線 ４５３８ 
 

１ 目  的 

 厳しい雇用情勢を踏まえ、学生や若年求職者の就業を支援する。 
 
２ 事業内容 

（１）ヤングキャリアセンター埼玉運営費（予算額 ８４，１４０千円） 

 ヤングキャリアセンター埼玉において、キャリアカウンセラーによる相談や臨床心

理士による心理カウンセリング、合同企業面接会、就職支援セミナー等を実施する。 
 
（２）キャリアセンターブランチ等運営費（予算額 ４４，０７１千円） 
  地域の求職者が身近な場所でカウンセリングやセミナー等が受けられるよう、市と
連携してキャリアセンターブランチを２か所、出張相談を５か所で展開する。 

 
（３）大学連携就職支援事業費（予算額 ２１，６８７千円） 

 企業と大学との交流会や金融機関等と連携した合同企業面接会及び保護者セミナー

を実施するほか、新たに合同企業説明会や企業研究セミナーを開催する。 
 
（４） 彩の国仕事マッチングシステム事業（予算額 ９，４８８千円） 

 求人・求職者が相互に面接リクエストできる求人サイトの開発により、県内の中小

企業と求職者とのマッチングを促進する。 
 
（５）若年者実務研修雇用促進事業（予算額 ９８，８６６千円） 

 学校卒業後３年以内の未就職者を対象として、基礎研修（OFF-JT）と派遣就業（OJT）

を組み合わせた人材育成事業を実施し、正規就職に結び付ける。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ２５８，２５２千円 

 

 

 

 
 

 

 

 

学 生  ・  若 年 求 職 者    

就    職 

彩の国仕事マッチン

グシステム事業 
キャリアセンター 

ブランチ等運営費 

若年者実務研修 

雇用促進事業 

 

 

大学連携 

就職支援事業費 

企業・大学交流会 

合同企業面接会 

保護者セミナー 

合同企業説明会 

企業研究セミナー 

 新   

 新   

心理カウンセリング 

新卒応援セミナー 

合同企業面接会 

就職支援セミナー 

キャリアカウンセリ

ング 
ブランチ（所沢、草加） 

・カウンセリング 

 （キャリア・心理） 

・就職支援セミナー 

出張相談（川越、春日

部、加須、秩父、深谷） 

・カウンセリング 

（キャリア相談５市、

心理相談４市） 

ＯＦＦ－ＪＴ 
（基礎研修） 

ＯＪＴ 
（派遣就業） 

 求人情報の公開 

 求職情報の公開 

マッチング支援 
（面接リクエスト） 

 新   

 新   

ヤングキャリア 

センター埼玉運営費 



 

―２６― 

 

職 業 訓 練 の 充 実 

 

                担当 産業人材育成課 総務・能力開発担当 
                 内線 ４６０１ 

 

 

１ 目  的 
新規学卒者や求職者を対象に職業訓練を実施するとともに、在職者のスキルアップを

支援し、ものづくり分野や環境・エネルギー、介護分野など時代のニーズに対応した人
材育成を図る。 

 
２ 事業内容 
（１）高等技術専門校訓練等推進事業費（予算額 ３２１,５６６千円） 

 

①新規学卒者・求職者対象【９２０人】 

  高等技術専門校（６校１分校）において、ものづくり分野を中心に、２年コース・  

 １年コース・短期コース、計２２科目の職業訓練を実施する。   

 

②在職者対象【３，３００人】 

  中小企業の在職者を対象に、高等技術専門校で技能向上や資格取得の講座を実施  

 するほか、技能士を企業に派遣し技術指導や技能検定の受検指導などを行う。         

   
（２）委託訓練事業費（予算額  １,７３６,６０１千円） 

 

①求職者対象【６，３３０人】 

  民間の教育訓練機関に委託して、介護、医療事務、経理などの短期間の講座や 

 ２年コースの介護福祉士・保育士の資格取得講座を実施する。 

 

②障害者対象【４００人】 

  企業やＮＰＯ法人に委託して、障害者を対象にした職業訓練を実施し、障害者の 

 就労を支援する。    

 

           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３ 予 算 額  ２,０５８,１６７千円 

求
職
者 

就 

職 

高等技術専門校（６校１分校） 

職業訓練〔１０,９５０人〕 

●機械科、金属加工科など「ものづくり分野」 

●労働力需要が高い「介護、環境エネルギー分野」 

●若年者、中高年者、女性、障害者向け職業訓練 

在
職
者 

業
務
改
善

技
能
向
上 



                                新 規 

―２７― 

産業人材育成総合支援事業費のうち 

 

ものづくりの担い手育成支援事業  

 

                             担当 産業人材育成課 企画・連携推進担当 
                内線 ４６０７ 

 

 

１ 目  的 

フリーターや求職者を対象に、ものづくりセミナーや現場体験等の機会を提供し、後

継者不足に悩むものづくり分野への就職を誘導する。 
 

 

２ 事業内容 

【ｽﾃｯﾌﾟ 1】 フリーターや求職者を対象に、ものづくりの世界を知るための「ものづく 

      り入門セミナー」を開催する。 

 

【ｽﾃｯﾌﾟ 2】 入門セミナー修了者や中小企業の若手技術者を対象に、ものづくりの基礎 

      を学ぶための「ものづくり基礎講習」を実施する。 

 

【ｽﾃｯﾌﾟ 3】  基礎講習修了者を対象に、現場体験や技能検定受検指導等を行い、ものづ 

      くり分野への就職や技能向上に結びつける。 

 

 

 

 

      

     

  

３ 予 算 額   ２，２０５千円 

 

ものづくりの 

世界を知る 

 

 

 

 

・仕事の紹介 

・技術者の講話 

      など 

・合計２００人 

・４月～７月 

 

 

 

 

・コース 

  ①型枠基礎 

  ②溶接基礎 

  ③木造基礎 など 

 

・合計４０人 

・各コース２か月間 

・９月～１２月 

 

  

 

 

 

 

 

 

ステップ１

１ 

ステップ２

１ 
ものづくりの 

基礎を学ぶ 
ものづくりを
深く学ぶ 

ステップ３

１ 
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入門セミナー 
（県内５か所） 基礎講習 

 
現場体験 

中小企業との 
情報交換 

技能検定 
受検指導 

技能講習 



 

―２８― 

グローバル人材の育成 

 

（１）中小企業若手社員海外研修支援事業 

担当 産業労働政策課  内線 ３７２３ 

（２）海外インターンシップ促進事業費 

担当 就業支援課    内線 ４５４１  

 

１ 目  的  

  県内中小企業の若手社員の海外研修や大学生の海外インターンシップを支援

し、グローバル人材の育成を促進する。 

 

２ 事業内容  

（１）中小企業若手社員海外研修支援事業（予算額 １０，５８９千円） 

  ・対象：県内に主たる事業所を有する中小企業（２０社）  

  ・対象事業：海外の企業や大学等に若手社員を派遣して行う研修 

  ・対象経費：渡航費、滞在費、研修費（補助率１／２） 

  ＜主な変更点＞ 

  ・対象年齢：３９歳以下→４４歳以下 

  ・研修期間：１か月～６か月程度→おおむね１年以内（年度をまたぐ研修も対象） 

  ・限度額：５００千円→研修期間に応じて２５０千円～１，０００千円 

 

 

 

 

 

 

 

（２）海外インターンシップ促進事業費（予算額 ６，４１８千円） 

  ①大学生への補助金 

  ・対象：県内在住・在学大学生等（２０人）  

  ・対象事業：県内企業の海外拠点におけるインターンシップ 

  ・対象経費：航空運賃、滞在費等 

  ・補助率（限度額）：１／２（２００千円） 

  ②企業への謝金 

  ・限度額１０５千円（受入学生１人あたり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  １７，００７千円 

 

助成 

謝金 

県内企業 

助成 

研修 

海外企業・大学 

県 

インターンシップ 

県内企業 

海外拠点 

県内大学生 

若手社員 

県 


